ライオンズ・リーダーシップ研究会

チーム活動
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参加者マニュアル

効果的なチームの特徴
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1. 相互作用
2. 説明責任
3. 目標に対する献身
4. 計画と意思決定の共有
チームの発展段階
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1. 形成
この段階では、チームのメンバーは集団においてどのような行動が容認されるかを理解します。新しい指導者、任務、メンバーを迎えたチームにとって、この段階は公式・非公式な指導者に依存しながら、とるべき行動を検証する期間となります。  その他には、以下のような特徴が挙げられます。
· 互いを知り合い、集団における役割を決定する
· チームに対する愛着の芽生え
· 任務・目標・基本原則の設定
· ためらいがちの参加
· 望ましい行動と問題行動に対処する方法の検証
· 新しい状況に対する熱意と興奮、疑い、恐れ、不安が入り混じった気持ち
· メンバーには、最善の行動をとろうとする努力、礼儀正しさ、多少の堅苦しさがみられる
· 職務上あまり重要性をもたない兆候や問題に関する討議
· [image: image4.wmf]職務の遂行は最小限
2. 動乱
次の段階では、チームのメンバーは自らを表現する手段として、敵意をむき出しにしたり、熱心になりすぎたり、あるいは集団の形成に抵抗しようとする可能性があります。彼らは職務の遂行という課題に対して、感情的な反応を示しているのです。その他には、以下のような特徴が挙げられます。
· 内紛または指導者に対する攻撃
· 達成不可能で不明確な目標の設定
· 分裂、緊張の高まり、嫉妬
· 職務の負担に抵抗
· メンバー間の対立
· 意見や見解を交換する際のなぐさめ程度の創造性
· 過重な職務に対する懸念
· 序列の形成
· 職務の遂行は最小限
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3. 規範設定
この段階では、メンバーはチーム、チームの規範、自らの役割、そして仲間の個性を受け入れます。以前の対立関係を修復することによって、感情的なぶつかり合いは緩和されます。その他には、以下のような特徴が挙げられます。
· 紛争を回避することによって、調和の確立が試みられる
· チームの親交が深まる
· 建設的な方向で感情を表現する新たな能力
· 精神と目標を共有することによるチームの一体感
· 境界の設定と維持
· 紛争を回避することによる創造性や新たな発想の欠如
· 職務は適度に遂行される
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4. 機能
チームはついに個人間の規範を確立し、問題を分析して解決する能力や、意思を決定する能力をもつ存在となりました。すべてのチームが、この段階に到達できるわけではありません。その他には、以下のような特徴が挙げられます。
· メンバーは個人や個人間関係の進展を洞察することができる
· 建設的な自己変革が行われる
· 紛争が生じた場合には、建設的な方向で対処する
· 個人攻撃に堕することなく、メンバーは互いの意見に異議を唱える
· 職務は極めて効率的に遂行される
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11熱心なチームの11の戒律
1.  互いの間違った行動ではなく、正しい行動を支援すること
2.  うまくいかない理由ではなく、アイディアを生かす方法を探すこと
3.  疑いのあるときは確かめること！ 互いについて否定的な思い込みをしないこと
4.  互いの成功を支援し、互いの勝利に誇りをもつこと
5.  どんな場合にも、互いとチームについて肯定的に話すこと
6.  どんな状況にあるときでも、前向きな姿勢を失わないこと
7.  すべは自分にかかっているのだという心構えで、主体性と勇気をもって行動すること
8.  何事も熱意をもって取り組むこと-熱意は周囲に伝染する
9.  自分の望みが何であろうと、それをなげうつこと
10.  信念を失わず、決してあきらめないこと
11.  楽しむこと！
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